
第
３
回
確
認
会
で
は
、

県
連
と
宇
部
支
部
、
宇

部
市
社
協
か
ら
は
中
山

事
務
局
長
を
は
じ
め
担

当
課
長
、
宇
部
市
の
担

当
課
な
ど
が
出
席
し
、

今
回
の
問
題
の
課
題
整

理
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
基
本
方
針

を
確
認
し
た
。

宇
部
市
社
協
は
、
今

回
の
問
題
点
に
つ
い
て

①
職
員
の
人
権
意
識
が

低
か
っ
た
。
②
申
込
書
・

相
談
カ
ー
ド
が
人
権
意

識
や
同
和
問
題
に
関
す

る
配
慮
が
欠
け
て
い
た
。

③
指
摘
を
受
け
る
ま
で
、

カ
ー
ド
を
疑
問
に
思
わ

ず
10
年
間
使
用
し
た
。

④
人
権
研
修
の
取
り
組

み
が
不
足
し
て
い
た
。

⑤
結
婚
相
談
事
業
が
相

談
員
任
せ
で
あ
っ
た
。

⑥
重
要
文
章
の
受
付
管

理
体
制
が
不
十
分
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
が
今
回
の

問
題
を
引
き
起
こ
し
た

お
も
な
要
因
と
し
て
総

括
し
た
。

今
後
、
宇
部
市
社
協

と
し
て
、
市
や
関
係
機

関
が
実
施
し
て
い
る
人

権
研
修
に
出
席
し
、
宇

部
市
社
協
で
も
、
積
極

的
か
つ
継
続
的
な
人
権

研
修
を
行
っ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

具
体
的
に
は
①
人
権

研
修
会
に
積
極
的
に
出

席
し
、
復
命
を
踏
ま
え

て
職
員
に
周
知
す
る
。

②
社
協
の
理
事
会
、
評

議
員
会
、
各
種
委
員
会
、

各
種
相
談
業
務
の
担
当

相
談
員
、
職
員
に
対
し

て
の
人
権
研
修
会
を
企

画
・
実
施
す
る
。

③
他
市
社
協
の
人
権
研

修
の
実
態
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
利
用
し
や

す
い
結
婚
相
談
所
に
勤

め
る
。

以
上
の
点
に
留
意
し

な
が
ら
積
極
的
に
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

ま
た
、
結
婚
相
談
事

業
に
つ
い
て
は
「
市
社

協
本
来
の
基
本
理
念
の

原
点
に
立
ち
返
り
、
人

権
に
関
す
る
認
識
を
改

め
る
と
共
に
、
最
善
の

注
意
を
払
い
同
和
問
題
、

結
婚
差
別
問
題
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
事
業
の

推
進
に
努
め
、
基
本
的

人
権
の
尊
重
と
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
に
関
わ
る

職
員
と
し
て
の
自
覚
と

資
質
の
向
上
に
一
層
努

め
る
」
こ
と
を
確
認
。

協
議
の
な
か
で
県
連

は
、
宇
部
市
社
協
か
ら

県
社
協
に
人
権
研
修
の

必
要
性
・
実
施
を
要
請

す
る
よ
う
に
求
め
た
。

宇
部
市
は
今
回
の
問

題
点
と
反
省
と
し
て
、

①
職
員
の
人
権
意
識
の

高
揚
な
ど
、
人
権
尊
重

に
配
慮
す
る
取
り
組
み

の
必
要
で
あ
る
こ
と
、

②
多
く
の
市
民
が
利
用

し
、
誰
も
指
摘
が
な
か
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
市

民
の
人
権
意
識
の
高
揚

に
取
り
組
む
必
要
性
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

①
宇
部
市
社
協
の
職
場

内
研
修
の
実
施
な
ど
、

人
権
教
育
・
啓
発
活
動

の
促
進
に
努
め
る
。

②
市
民
の
同
和
問
題
、

障
害
者
の
人
権
な
ど
、

よ
り
一
層
人
権
教
育
・

啓
発
に
努
め
る
こ
と
、

な
ど
を
確
認
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、

市
の
外
郭
団
体
や
企
業

啓
発
、
職
場
内
人
権
研

修
の
充
実
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

今
回
の
方
針
を
踏
ま

え
て
、
年
度
末
に
宇
部

市
社
協
と
実
施
報
告
会

議
を
お
こ
な
う
。

第
24
回
山
口
県
人
権
・

同
和
教
育
研
究
集
会
が
、

８
月
11
日
（
月
）
柳
井

市
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
や

な
い
」
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
県
同
教
会
員
・

行
政
・
企
業
・
学
校
関

係
者
・
運
動
団
体
な
ど

１
０
０
名
が
参
加
し
、

同
和
教
育
実
践
を
交
流

し
、
熱
い
討
議
と
学
習

を
深
め
た
。

開
会
行
事
で
は
高
林

公
男
山
口
県
同
教
副
委

員
長
が
主
催
者
を
代
表

し
て
あ
い
さ
つ
。
高
林

副
委
員
長
は
、
県
内
の

人
権
教
育
の
現
状
に
対

し
て
「
同
和
教
育
が
溶

解
し
て
い
る
」
と
強
く

指
摘
し
「
特
措
法
後
に

県
内
で
続
発
す
る
差
別

事
件
が
、
同
対
審
答
申

以
前
の
状
態
に
逆
行
し

て
い
る
」
「
再
度
、
同

和
教
育
を
や
る
必
要
が

あ
る
」
と
訴
え
た
。

続
い
て
、
解
放
同
盟

山
口
県
連
の
松
岡
広
昭

委
員
長
、
香
渡
清
則
・

広
同
教
事
務
局
長
か
ら

激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

送
ら
れ
た
。

開
会
行
事
の
あ
と
、

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
人

権
教
育
」
と
題
し
て
、

全
国
同
和
教
育
研
究
協

議
会
副
委
員
長
の
桒
原

成
壽
さ
ん
の
記
念
講
演

が
お
こ
な
わ
れ
た
。

（
詳
細
２
面
）

午
後
か
ら
は
学
校
教

育
・
社
会
教
育
の
２
つ

の
分
科
会
に
分
か
れ
、

レ
ポ
ー
ト
報
告
、
協
議

が
さ
れ
た
。

学
校
教
育
分
科
会
で

は
、
宇
部
市
立
藤
山
小

学
校
の
廣
井
知
浩
さ
ん

か
ら
は
「
ヒ
ロ
シ
マ
修

学
旅
行
の
取
り
組
み
」

の
実
践
が
報
告
さ
れ
た
。

宇
部
市
立
西
岐
波
小

学
校
の
竹
部
優
子
さ
ん

か
ら
「
『
お
に
は
そ
と
』

し
た
い
き
も
ち
は
ど
ん

な
き
も
ち
？
」
と
題
し

た
実
践
が
報
告
さ
れ
た
。

社
会
教
育
分
科
会
で

は
、
山
口
県
人
権
啓
発

セ
ン
タ
ー
の
川
口
泰
司

さ
ん
か
ら
「
萩
市
結
婚

相
談
所
事
件
に
つ
い
て
」

が
報
告
さ
れ
た
。

マ
ツ
ダ
（
株
）C

S
R

推

進
部
人
権
啓
発
推
進
グ

ル
ー
プ
の
小
森
孝
充
さ

ん
か
ら
「
企
業
に
お
け

る
人
権
擁
護
活
動
」
の

報
告
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

（１） 第２８号 （毎月１回発行） 解放新聞山口版 ２００８年８月２８日

○差別事件の糾弾闘争を強化
○全学校で人権・同和教育を！
○全自治体で同和行政を！
○来年の西日本夏期講座の成功

宇
部
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
の
結
婚

相
談
事
業
の
提
出
書
類
に
、
障
害
の
有
無
、
離

婚
理
由
、
前
住
所
な
ど
差
別
的
な
情
報
収
集
を

し
て
い
た
問
題
で
、
第
３
回
確
認
会
を
６
月
25

日
に
宇
部
市
隣
保
館
厚
南
会
館
で
お
こ
な
い
、

今
回
の
問
題
の
課
題
整
理
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
確
認
し
た
。
。
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今後の取組みについて報告する宇部市社協の中山事務局長（写真右）

県内各地から同和教育に取り組む多くの人が参加した

学校脅教育分科会で実践報告する廣井さん


